
 

   
 

 
文 化 財 学 習 会 

 

ふ る さ と 探 訪 
 

テーマ 鬼無から飯田を歩く 
講 師 川崎 正視（高松市文化財保護協会事務局長） 

日 時 平成３０年４月２２日(日) 
     

 

共 催 

高松市歴史民俗協会 

高松市文化財保護協会 

高松市教育委員会 



 

１ 

鬼
無
・
弦
打 

 

○
鬼
無 

 

現
在
の
鬼
無
、
香
西
、
下
笠
居
の
三
地
区
は
、
藩
政
時
代
か
ら
明
治
二
十
三
年(

一
八
九
〇)

ま
で
は
香

川
郡
西
、
笠
居
郷
、
笠
居
村
で
あ
っ
た
。
町
村
制
施
行
に
よ
り
、
明
治
二
十
三
年
に
上
笠
居
村
、
中
笠
居

村(

後
に
香
西
町)

、
下
笠
居
村
に
分
か
れ
た
。
上
笠
居
村
は
、
昭
和
三
十
一
年(

一
九
五
六)

に
高
松
市
へ

合
併
し
て
、
鬼
無
町
と
な
っ
た
。
鬼
無
町
の
名
称
は
、
元
々
上
笠
居
村
の
最
も
南
に
あ
る
大
字
鬼
無
か
ら

き
て
い
る
。
大
字
鬼
無
の
街
は
、
旧
丸
亀
街
道
と
御
厩
道
が
同
じ
道
と
し
て
通
り
、
高
松
か
ら
最
初
の
宿

場
町
と
し
て
当
時
の
村
の
中
心
地
で
、
現
在
そ
こ
は
鬼
無
町
鬼
無
と
な
っ
て
い
る
。 

鬼
無
町
は
、
南
か
ら
鬼
無
町
鬼
無
・
鬼
無
町
山
口
・
鬼
無
町
佐
藤
・
鬼
無
町
藤
井
・
鬼
無
町
佐
料
・
鬼

無
町
是
竹
の
六
地
区
か
ら
な
る
。 

小
学
校
も
合
併
に
よ
り
上
笠
居
村
立
上
笠
居
小
学
校
か
ら
高
松
市
立
鬼
無
小
学
校
と
な
っ
た
。 

 ○
鬼
無
駅 

明
治
三
十
年(

一
八
九
七)

、
讃
岐
鉄
道
が
丸
亀
か
ら
高
松(
旧
駅
・
中
央
図
書
館
北
側
付
近
に
あ
っ
た)

に
延
伸
し
た
と
き
に
開
業
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
三
十
七
年
に
山
陽
鉄
道
、
明
治
三
十
九
年
に
国
有
鉄
道



と
な
る
。
そ
し
て
、
昭
和
六
十
二
年(

一
九
八
七)

四
月
、
国
鉄
分
割
民
営
化
に
よ
り
、
四
国
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
と
な
る
。 

昭
和
四
十
二
年
、
鬼
無
～
香
西
、
昭
和
四
十
五
年
、
鬼
無
～
端
岡
の
間
が
複
線
化
さ
れ
る
ま
で
は
、
上

下
と
も
単
線
で
、
駅
構
内
は
三
線
あ
り
、
上
り
下
り
の
列
車
が
行
き
違
い
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

当
時
の
三
線
ホ
ー
ム
が
部
分
的
に
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
駅
北
側
の
踏
切
が
、
村
の
名
前
が
唯
一
残
る
上
笠

居
踏
切
で
あ
る
。 

 

鉄
道
近
代
化
の
歴
史 

昭
和
二
十
八
年(

一
九
五
三)
十
月
に
気
動
車
化
が
始
ま
る
。 

昭
和
四
十
三
年
四
月
に
鬼
無
を
通
る
蒸
気
機
関
車
が
な
く
な
り
、
昭
和
四
十
五
年(

一
九
七
〇)

四
月
に 

は
四
国
か
ら
完
全
に
な
く
な
っ
て
、
無
煙
化
が
完
成
し
た
。 

昭
和
六
十
二
年
に
は
、
高
松
～
観
音
寺
、
多
度
津
～
琴
平
の
間
が
電
化
し
た
。 

昭
和
六
十
三
年
四
月
十
日
に
瀬
戸
大
橋
開
通
に
よ
り
、
列
車
の
流
れ
も
一
変
し
た
。 

 ○
御
厩
（
み
ま
や
）
道(

＝
香
西
道)

 

鬼
無
駅
前
を
南
北
に
走
る
道
。
駅
の
北
側
の
上
笠
居
踏
切
を
通
し
て
北
の
香
西
港
に
至
る
。
御
厩
道
は



鬼
無
駅
南
方
五
百
メ
ー
ト
ル
の
下
鬼
無
で
旧
丸
亀
街
道
と
合
流
し
、
さ
ら
に
南
七
百
メ
ー
ト
ル
の
上
鬼
無

か
ら
南
東
の
御
厩
へ
、
円
座
か
ら
香
川
郡
南
部
へ
と
つ
な
が
る
。
郡
内
か
ら
御
厩
焼
、
七
輪
な
ど
の
産
物

が
香
西
港
へ
、
香
西
港
か
ら
の
雑
貨
・
肥
料
な
ど
が
香
川
郡
内
へ
、
荷
馬
車
な
ど
が
行
き
交
っ
た
。 

現
在
も
下
鬼
無
か
ら
上
鬼
無
の
間
は
、
宿
場
町
の
街
並
み
の
名
残
り
が
窺
え
る
。 

 

○
大
古
家(

お
お
ふ
る
や)

 

鬼
無
町
安
徳
（
あ
ん
と
く
）
の
御
厩
道
と
四
国
遍
路
道
の
交
差
点
に
あ
る
家
の
屋
号
。
橋
本
仙
太
郎
の

桃
太
郎
の
話
の
中
で
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
住
ん
だ
屋
敷
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
源
平
屋
島

の
合
戦
の
当
時
、
寿
永
三
年(

一
一
八
四)

安
徳
帝
の
行
幸
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
と
伝
わ
る
。
屋
敷
内
に
安
徳

帝
が
使
用
し
た
井
戸
「
安
徳
の
井
戸
」
が
あ
る
。 

 

※
鬼
無
・
桃
太
郎
伝
説 

元
上
笠
居
小
学
校
の
先
生
で
あ
っ
た
橋
本
仙
太
郎
が
、
昭
和
六
年(

一
九
三
一)

に
「
鬼
無
伝
説
桃
太
郎

さ
ん 

鬼
ケ
島
征
伐
」
を
出
版
し
た
。
鬼
無
近
在
や
女
木
島
な
ど
の
地
名
や
人
名
を
あ
げ
て
、
鬼
無
版
・

桃
太
郎
伝
説
ば
な
し
を
発
表
し
た
。 

・
お
爺
さ
ん
が
芝
刈
り
に
行
っ
た
の
が
芝
山
。
お
婆
さ
ん
が
洗
濯
に
い
っ
た
の
が
本
津
川
。 



犬
は
犬
島
の
人
々
。
猿
は
綾
川
町
猿
王
の
人
。
雉
は
鬼
無
雉
ケ
谷
の
人
々
。
威
嚇
の
た
め
弓
の
弦
を 

鳴
ら
し
た
の
が
弦
打
・
弦
打
山
。
鬼
の
屍
を
埋
め
た
と
こ
ろ
が
鬼
無
の
鬼
ケ
塚
。
な
ど
な
ど 

 

○
四
国
遍
路
道 

 

第
八
十
二
番
札
所
根
香
寺
か
ら
第
八
十
三
番
札
所
一
宮
寺
を
結
ぶ
旧
遍
路
道
は
、
根
香
寺
か
ら
鬼
無
、 

 
 

そ
し
て
飯
田
を
通
り
、
香
東
川
を
歩
い
て
東
に
渡
っ
て
、
一
宮
寺
に
至
る
。
鬼
無
で
は
赤
子
谷
か
ら
ヒ
ウ

チ
坂
を
越
え
て
高
松
西
高
校
を
経
て
鬼
無
駅
南
の
踏
切
に
。大
古
家
前
の
交
差
点
か
ら
安
徳
墓
地(

一
宮
ま

で
六
十
七
丁
の
道
標
あ
り
。
こ
の
地
点
が
根
香
寺
と
一
宮
寺
の
ほ
ぼ
中
間
点
で
あ
る
。)

の
東
側
を
通
り
、

道
端
（
み
ち
ば
た
）
で
旧
丸
亀
街
道
を
横
切
り
、
本
津
川
の
接
待
橋(

現
在
は
永
代
橋)

を
渡
る
と
飯
田
、

そ
し
て
岩
田
神
社
に
至
る
。 

 

岩
田
神
社
か
ら
は
二
ル
ー
ト
に
分
か
れ
、
一
つ
は
東
に
進
ん
だ
後
、
辻
地
蔵
か
ら
南
に
曲
が
り
代
官
道

を
進
む
。
も
う
一
つ
は
、
岩
田
神
社
か
ら
南
進
し
て
参
道
を
進
み
、
御
旅
所
か
ら
東
進
し
て
代
官
道
に
合

流
す
る
。
そ
の
後
は
田
ん
ぼ
の
中
を
南
東
方
向
へ
、
夫
婦
塚(

み
よ
と
づ
か)

出
水
か
ら
の
用
水
が
飯
田
地

区
内
に
分
か
れ
る
四
ツ
又
か
ら
は
飯
田
用
水
に
沿
っ
て
進
み
、
檀
紙
町
に
入
り
、
夫
婦
塚
墓
地
の
所
で
香

東
川(

ご
う
と
う
が
わ)

左
岸
に
出
る
。 

 

 

真
念
の
貞
享
（
じ
ょ
う
き
ょ
う
）
四
年(

一
六
八
七)

に
出
版
さ
れ
た
「
四
国
遍
路
道
指
南

し

る

べ

」
の
根
香
寺



と
一
宮
寺
の
間
に
つ
い
て
、「
是
よ
り
一
宮
迄
二
里
半
、
し
る
し
石
有
。
山
口
村
〇
飯
田
村
、
八
ま
ん
の
宮

過
て
か
う
ど
う
川
。
小
山
村
〇
成
相
村
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

※
盆
栽
の
歴
史 

 

盆
栽
の
技
術
は
、
文
化
年
間(

一
八
〇
四
～
一
八)

に
始
ま
っ
た
。
接
ぎ
木
の
名
人
か
ら
学
ん
だ
鬼
無
半

山
が
、
植
木
盆
栽
の
技
術
を
独
学
で
習
得
し
、
幕
末
か
ら
明
治
の
初
め
に
か
け
て
、
苦
心
の
末
、
成
功
し

て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
の
中
頃
に
な
っ
て
、
品
質
を
改
善
し
良
質
の
苗
木
を
つ
く
り
あ
げ
、
宣

伝
に
よ
っ
て
販
路
を
拡
大
し
て
、
鬼
無
は
盆
栽
の
大
生
産
地
と
な
っ
た
。 

 

大
古
家
の
前
の
安
徳
墓
地
に
は
、
鬼
無
の
盆
栽
振
興
に
尽
力
し
た
「
鬼
無
半
山
」
の
墓
が
あ
る
。 

 

○
道
端
（
み
ち
ば
た
）
か
ら
接
待
橋(
永
代
橋)

へ 

 

道
端
は
、
四
国
遍
路
道
と
旧
丸
亀
街
道
が
交
差
す
る
当
た
り
の
地
名

で
、
交
差
点
に
文
政
元
年(

一
八
一
八)

に
建
て
ら
れ
た
「
こ
れ
よ
里
一

の
み
や
」
の
道
標
が
あ
る
。
遍
路
道
を
入
り
す
ぐ
に
地
蔵
堂
が
あ
る
。

地
蔵
堂
に
は
遍
路
が
時
々
泊
る
と
い
う
。
地
蔵
堂
の
前
の
道
は
未
舗
装

で
昔
の
姿
が
よ
く
残
っ
て
い
て
、
接
待
橋(

永
代
橋)

へ
と
続
く
。 



○
弦
打(

つ
る
う
ち)

 
 

 
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
、
明
治
二
十
三
年(

一
八
九
〇)

に
い
ず
れ
も
香
川
郡
西
、
飯
田
郷
の
飯
田
村
、

鶴
市(
つ
る
い
ち)

村
、
郷
東
村
の
三
村
が
合
併
し
て
弦
打
村
が
で
き
た
。
御
殿
山(

石
清
尾
山)

か
ら
浄
願

寺
山
に
か
け
て
の
山
の
形
が
弓
の
様
で
、
全
体
、
御
殿
山
・
浄
願
寺
山
そ
れ
ぞ
れ
単
体
で
も
弦
打
山
と
言

っ
て
い
た
。
山
の
名
称
を
合
併
後
の
村
名
と
し
た
。
昭
和
三
十
一
年(

一
九
五
六)

高
松
市
に
合
併
後
は
、

飯
田
町
、
鶴
市
町
、
郷
東
町
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
弦
打
小
学
校
は
、
弦
打
村
の
時
と
同
じ
小
学
校
区

で
あ
る
。 

 

２ 

飯
田 

 

○
飯
田(

い
い
だ)

 

 

地
名
の
飯
田
の
範
囲
は
、大
き
な
エ
リ
ア
と
し
て
の
飯
田
郷
と
小
さ
な
エ
リ
ア
の
飯
田
村(

現
在
の
飯
田

町)

が
あ
る
。
江
戸
期
に
は
、
飯
田
村
・
鶴
市
村
・
郷
東
村
・
檀
紙
村
の
四
か
村
合
わ
せ
て
飯
田
郷
と
呼
ん

で
い
て
、
岩
田
神
社
が
そ
の
産
土
神
で
あ
っ
た
。 

 

現
在
の
飯
田
町
は
、
元
の
飯
田
村
の
地
域
か
ら
な
っ
て
お
り
、
西
は
本
津
川
を
境
に
鬼
無
町(

旧
上
笠
居

村)

と
、
南
は
、
友
常
池
、
半
田
池
な
ど
を
境
に
檀
紙
町
と
、
東
は
香
東
川
を
越
え
浄
願
寺
山(

弦
打
山
、

東
山)

の
稜
線
を
境
に
鶴
尾
地
区
と
、
北
は
鶴
市
町
に
接
し
て
い
る
。 



飯
田
村
は
、
檀
紙
町
で
南
バ
イ
パ
ス
・
中
森
大
橋
の
北
の
香
東
川(

ご
う
と
う
が
わ)

左
岸
に
あ
る
夫
婦

塚(
み
よ
と
づ
か)

出
水
と
、
檀
紙
小
学
校
南
東
の
古
川
堰(

上
流
に
奈
良
須
池
と
小
田
池
が
あ
る)

か
ら
の

二
系
統
の
水
源
を
利
用
し
て
田
を
耕
す
村
落
共
同
体
で
あ
る
。 

※
別
添 
水
系
図
参
照 

 

○
接
待
橋
・
卒
塔
婆
・
あ
ご
な
し
地
蔵 

 

橋
の
手
前
が
、
鬼
無
桃
太
郎
伝
説
で
は
、
お
婆
さ
ん
が
洗
濯
を

し
て
い
た
所
だ
と
し
て
い
る
。 

 

第
八
十
二
番
札
所
根
香
寺
か
ら
第
八
十
三
番
札
所
一
宮
寺
へ
の

遍
路
道
は
、
接
待
橋(

永
代
橋)

を
渡
る
と
飯
田
に
入
る
。
渡
っ
た

所
で
昔
は
遍
路
の
お
接
待
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
接
待
橋

の
名
前
が
つ
い
た
。
接
待
橋
は
川
の
中
に
板
を
渡
し
た
よ
う
な
簡

単
な
橋
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
八
年(

一
九
五
三)
に
本
格
的
な

橋
が
架
か
っ
た
と
き
に
、
こ
の
場
所
が
土
砂
加
持
で
永
代
経
を
勤

め
る
場
所
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
永
代
橋
と
名
を
か
え
た
。 

渡
っ
た
右
岸
に
は
流
水
灌
頂
（
な
が
れ
か
ん
じ
ょ
う
）
の
卒
塔



婆
と
あ
ご
な
し
地
蔵
が
あ
る
。
溺
死
人
な
ど
を
弔
う
た
め
の
流
れ
灌
頂
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
卒
塔

婆
が
建
立
さ
れ
た
。
あ
ご
な
し
地
蔵
は
、
歯
痛
に
御
利
益
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
お
地
蔵
さ
ん
の

顎
を
削
っ
て
持
っ
て
い
れ
ば
、
勝
負
ご
と
に
勝
て
る
と
の
民
間
信
仰
が
あ
っ
た
。 

 

○
岩
田
神
社 

 

治
承
二
年(

一
一
七
八)

の
創
祀
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
一
つ
に
は
、

寒
川
郡
の
宝
蔵
院(

現
長
尾
寺)

の
朝
算
法
師
に
よ
り
こ
の
地
に
祀

ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
保
元
の
乱(

一
一
五
六)

に
敗
れ

た
崇
徳
上
皇
が
讃
岐
に
流
さ
れ
た
と
き
に
同
行
し
た
唐
渡
左
門
雅

基
の
子
信
宗
が
、
上
皇
崩
御
の
後
、
飯
田
郷
に
移
っ
て
岩
田
神
社

を
勧
請
し
た
と
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
祭
神
は
、
応
神
天
皇
、
仲
哀

天
皇
、
神
功
皇
后
の
三
神
の
い
わ
ゆ
る
八
幡
三
神
で
あ
る
。
一
般

に
「
飯
田
の
八
幡
さ
ん
」
と
も
呼
ば
れ
、
元
の
飯
田
郷
の
飯
田
・

鶴
市
・
郷
東
・
檀
紙
、
さ
ら
に
は
御
厩
の
産
土
神(

氏
神)
で
、
郷

社
で
も
あ
っ
た
。 

 

明
治
の
神
仏
分
離
ま
で
、
蓮
香
寺(

れ
ん
こ
じ)

が
神
宮
寺(
別
当



寺)

と
し
て
長
く
神
社
を
守
っ
て
き
た
。
分
離
以
前
、
蓮
香
寺
は
神
社
の
す
ぐ
西
側
に
あ
っ
て
、
本
津
川
ま

で
の
広
い
境
内
で
あ
っ
た
と
い
う
。
神
仏
分
離
で
、
元
の
御
神
体(

阿
弥
陀
如
来)

は
、
飯
田
町
定
木
に
あ

る
光
明
寺
に
移
さ
れ
、
古
宮
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

 
 ★

孔
雀
藤 

今
回
の
ふ
る
さ
と
探
訪
は
、
孔
雀
藤
の
開
花
に
合
わ
せ
て
実
施
を
計
画
し
た
。
晩
春
か
ら
初
夏
を
彩
る

「
孔
雀
藤
」
は
、
ヤ
マ
フ
ジ
の
一
種
で
、
樹
齢
は
八
百
年
と
い
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
六
年(

一
九
七
一)

に
香
川
県
の
自
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、藤
棚
が
一
〇
・
八
メ
ー
ト
ル×

二
十
四
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

花
房
は
最
長
二
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
今
年
の
「
ふ
じ
ま
つ
り
」
は
、
四
月
二
十
一
日
か
ら
五
月
三
日
に
開

か
れ
て
お
り
、
岩
田
神
社
の
春
の
大
祭
が
期
間
中
の
四
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
る
。 

 
 ※

イ
ス
ノ
キ 

 

拝
殿
の
西
側
で
社
務
所
北
側
の
奥
ま
っ
た
所
に
あ
る
。
特
徴

は
葉
に
丸
く
突
出
し
た
コ
ブ
が
あ
る
こ
と
。
昭
和
五
十
二
年(

一

九
七
七)

に
高
松
市
の
名
木
に
指
定
さ
れ
た
。 

 



○
飯
田
の
観
音
さ
ん(

蓮
香
寺)

、
高
地
蔵 

 
岩
田
神
社
の
直
ぐ
南
側
、
参
道
右
手
に
観
音
堂
が
あ
る
。
親
し
み
を

込
め
て
「
飯
田
の
観
音
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
岩
田
神
社
の
別
当

寺
、
元
の
蓮
香
寺(

れ
ん
こ
じ)

の
名
残
り
で
、
本
尊
・
千
手
観
音
が
祀

ら
れ
て
い
る
。
以
前
は
地
元
の
お
年
寄
り
や
お
遍
路
さ
ん
の
休
憩
所
と

し
て
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
た
、 

 

北
隣
に
は
、
檀
紙
の
旧
家
が
牛
の
供
養
の
た
め
に
建
立
し
た
高
地
蔵

が
あ
り
、
昭
和
三
十
年(

一
九
五
五)

代
の
半
ば
ま
で
は
、
旧
暦
四
月
十

日
に
牛
の
健
康
を
願
っ
て
、
牛
に
お
経
一
巻
を
読
み
聞
か
せ
る
大
般
若

と
い
う
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

 

○
唐
人
塚 

 

「
葬
唐
人
八
員
墓
」
の
石
碑
の
周
辺
に
古
い
五
輪
塔
数
基
が
あ
る
。

名
称
は
大
陸
人
の
墓
の
意
味
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
伝
承
が
あ
る
。 

 

文
禄
の
役(

一
五
九
二
～
一
五
九
三)

に
出
兵
し
た
生
駒
親
正
・
一
正

が
朝
鮮
半
島
か
ら
何
人
も
の
捕
虜
を
連
れ
て
帰
っ
て
き
た
が
、
そ
の
内



の
八
人
が
飯
田
の
唐
戸(

渡)

氏
の
も
と
に
配
流
さ
れ
た
と
も
、

ま
た
、
朝
鮮
征
伐
の
と
き
に
唐
戸
氏
が
唐
人
八
人
を
召
し
連
れ

か
え
っ
た
と
も
言
う
。
八
人
は
将
来
を
案
じ
た
か
、
恥
を
忍
び

き
れ
な
か
っ
た
の
か
、
自
殺
を
遂
げ
た
。
土
地
の
人
々
は
彼
等

を
あ
わ
れ
み
、
唐
戸(

渡)

家
墓
地
の
一
隅
に
墓
を
た
て
葬
っ
た

と
い
う
。
さ
ら
に
、
捕
虜
た
ち
の
墓
は
こ
の
辺
り
に
点
在
す
る

小
塚
で
あ
る
と
も
言
う
。 

 

ま
た
別
の
言
い
伝
え
で
は
、
朝
鮮
征
伐
の
と
き
に
や
っ
て
き

た
捕
虜
は
本
国
に
帰
ら
ず
飯
田
・
小
坂
の
地
に
も
来
た
。
郷
士

久
左
衛
門
な
ど
村
の
人
々
の
世
話
で
付
近
の
農
家
な
ど
で
働

い
て
い
た
が
、
朝
鮮
人
た
ち
は
流
行
の
伝
染
病
に
か
か
っ
て
死

亡
し
た
の
で
、
墳
墓
を
造
っ
て
弔
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。 

  

○
飯
田
城(

い
い
だ
じ
ょ
う)

 

 

中
山
城
山
の
全
讃
史(

文
政
十
一
年
・
一
八
二
八)

に
は
、
中
世
の
弦
打
に
飯
田
城
と
筑
城(

つ
づ
き)

城



の
二
城
が
あ
り
、
飯
田
城
に
は
飯
田
主
水
及
び
飯
田
右
衛
門
大
夫
が
こ
こ
に
居
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
飯

田
主
水
は
、
南
北
朝
時
代
に
北
軍
の
細
川
頼
之
に
属
す
る
近
臣
で
、
香
川
郡
飯
田
邑
の
城
主
だ
っ
た
。
飯

田
主
水
は
康
暦(

こ
う
り
ゃ
く)

元
年(

一
三
七
九)

の
細
川
頼
之
が
伊
予
・
河
野
通
正
の
生
子
山
城(

し
ょ
う

じ
や
ま
じ
ょ
う
・
新
居
浜
市)

攻
め
た
際
に
参
戦
し
、
勝
ち
戦
と
し
た
。 

 

ま
た
、
飯
田
右
衛
門
大
夫
は
飯
田
主
水
の
子
孫
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
戦
国
時
代
に
香
西
氏
の
武
将
と
し

て
活
躍
し
た
。
天
正
十
年(

一
五
八
二)

の
長
宗
我
部
と
の
戦
に
も
参
戦
し
た
。
そ
し
て
、
秀
吉
の
侵
攻
に

よ
る
香
西
氏
下
野
の
後
、
属
し
た
武
将
た
ち
は
散
り
散
り
に
な
っ
た
。
飯
田
伝
右
衛
門
は
天
正
十
五
年(

一

五
八
七)

、
禄
二
百
石
で
生
駒
親
正
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
。 

唐
人
塚
か
ら
南
約
百
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
茶
臼
塚
は
、
飯
田
氏
の
祖
先
を
祀
っ
た
塚
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。 

 

現
在
、
飯
田
城
の
城
跡
ら
し
い
地
形
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
飯
田
城
が
定
木
に
あ
っ
た
と
の
資
料

も
あ
る
。
字
名
の
飯
田
町
南
東
端
に
あ
る
定
木(
じ
ょ
う
ぎ)

は
、
読
み
か
ら
、
じ
ょ
う
＝
城
、
ぎ
＝
城
と

城
に
通
じ
る
地
名
で
あ
る
。
ま
た
、
飯
田
の
定
木
、
青
木(

あ
お
ぎ)

、
小
坂(

こ
さ
か)

一
帯
に
は
、
小
塚

が
多
く
点
在
し
て
お
り
、
中
に
は
中
世
の
武
将
の
墓
と
も
言
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
最
近
、
宅
地
開
発

が
一
部
で
進
ん
で
お
り
、
塚
の
発
掘
な
ど
で
飯
田
城
の
場
所
の
判
明
が
期
待
さ
れ
る
。 

 



○
賽
神
社(

サ
イ
ノ
カ
ミ)

 

 
岩
田
神
社
か
ら
遍
路
道
を
東
に
約
三
百
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
所
に
あ
る
。
寛
文
年
間(

一
六
六
一
～
七
三)

に
当
地
の
唐
戸
與
五
右
衛
門
尉
友
常
が
、
村
民
の
幸
福
を
願
う
神
と
し
て
幸(

さ
い)

の
神
を
祀
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
昔
は
拝
殿
を
持
っ
た
神
社
で
あ
っ
た
。 

 

○
辻
地
蔵
・
代
官
道 

 

賽
神
社
の
東
隣
り
の
遍
路
道
と
代
官
道
の
交
差
点
＝
飯
田
村
の
真
ん
中
に
あ
る
お
地
蔵
さ
ん
が
辻
地
蔵

で
あ
る
。
寛
文
年
間(

一
六
六
一
～
七
三)

、
飯
田
村
の
唐
戸
與
五
右
衛
門
尉
友
常
は
、
飯
田
の
小
坂
か
ら

定
木
、
檀
紙
の
大
将
軍(

だ
い
じ
ょ
ご)

を
通
る
南
北
の
当
時
の
幹
線
道
で
あ
る
代
官
道
を
つ
け
た
の
を
始

め
、
道
路
を
縦
横
一
丁
ご
と
に
貫
通
さ
せ
、
そ
の
道
路
に
沿
っ
て
水
路
を
設
け
る
な
ど
道
路
や
水
利
灌
漑

を
整
備
し
、
さ
ら
に
友
常
池
も
造
っ
て
村
人
の
た
め
に
尽
力
し
た
。
村
人
は
友
常
の
死
後
、
村
の
中
央
の

四
つ
辻
の
路
傍
に
葬
っ
て
地
蔵
を
建
て
た
。
こ
れ
が
辻
地
蔵
で
あ
る
と
い
う
。 

 

代
官
道
に
沿
っ
た
水
路
は
、
小
田
池
・
奈
良
須
池
か
ら
の
水
が
、
檀
紙
の
古
川
堰
か
ら
大
将
軍
を
経
て

真
っ
直
ぐ
北
進
す
る
水
路
で
あ
る
。 

  



○
淤
加
美(

お
か
み)

神
社 

 
飯
田
町
・
青
木
に
雨
の
神
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
岩
田
神
社
の
末
社
で

あ
る
。
秋
山
忠
著
「
古
城
跡
を
訪
ね
て
」
に
は
、
飯
田
城
の
探
索
に
お
い

て
、「
リ
ン
ゴ
ン
さ
ん
」
と
呼
ぶ
祠
と
し
て
登
場
し
、
付
近
の
馬
塚
は
「
な

に
や
ら
由
緒
深
そ
う
な
気
配
」
と
記
さ
れ
、
周
辺
の
小
塚
と
併
せ
て
飯
田

城
跡
発
見
の
糸
口
の
一
つ
と
も
述
べ
て
い
る
。 

 

３ 
香
東
川
・
霞
堤 

  

○
香
東
川(

弦
打
、
旧
市
街
な
ど
下
流
で
は
、「
ご
う
と
う
が
わ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
郷
東
川
と
記
す
場
合

も
あ
る
。) 

西
嶋
八
兵
衛
が
香
南
町
大
野
で
香
東
川
の
東
の
流
れ
を
堰
き
止
め
、
現
在
の
西
側
の
流
れ
に
統
一
し
た

の
は
、
寛
永
十
四
年(

一
六
三
七)

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
高
松
城
下
な
ど
香
東
川
東
の
右
岸
は
良

く
な
っ
た
が
、
香
東
川
西
の
左
岸
は
、
度
々
、
川
の
氾
濫
に
よ
る
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

香
川
町
大
野
の
対
岸
で
あ
る
川
部
町
か
ら
下
流
の
左
岸
は
、
洪
水
に
よ
っ
て
削
ら
れ
た
河
岸
段
丘
崖
が
連

続
し
て
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
洪
水
対
策
と
し
て
の
霞
堤
が
あ
っ
て
、
堤
防
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
所
が
数



か
所
あ
る
。 

 
○
大
明
神(

出
水)

 
(

だ
い
み
ょ
う
じ
ん)

 

 

岩
田
神
社
の
前
を
東
へ
進
み
香
東
川(

ご
う
と
う
が
わ)

に
接

し
た
所
に
あ
る
出
水
。
出
水
か
ら
の
水
は
、
北
西
に
流
れ
鶴
市
町

の
南
部
・
中
部
を
潤
す
。 

 

香
東
川
左
岸
に
は
、
ウ
ズ
メ
と
呼
ば
れ
る
取
水
口(

出
水)

が
距

離
を
置
い
て
上
流
か
ら
下
流
ま
で
造
ら
れ
て
お
り
、
弦
打
に
関
す

る
も
の
で
は
、
南
か
ら
夫
婦
塚(
み
よ
と
づ
か)

出
水
、
大
明
神
出

水
、
丼(

ど
ん
ぶ
り)

出
水
、
郷
東
の
堰
が
あ
る
。 

 

○
霞
堤
（
か
す
み
て
い
）(

飯
田
町
・
青
木
＝
あ
お
ぎ)

 

 

大
明
神
出
水
の
す
ぐ
南
側
は
、
堤
防
が
下
流
か
ら
上
流
に
は
繋
が
っ
て
お
ら
ず
開
口
し
て
い
る
霞
堤
と

な
っ
て
い
る
。
右
手
奥
の
陸
地
側
が
遊
水
地
と
な
っ
て
い
て
、
遊
水
地
の
さ
ら
に
右
手
西
側
は
河
岸
段
丘

崖
が
続
い
て
い
る
。 

 

大明神にある碑 



ム
ラ
、
村
の
境
・
・
・
飯
田
の
辺
り
で
は 

・
飯
田
村
と
鶴
市
村
の
境
は
、
用
水
・
水
利
と
関
係
し
て
い
る
。
大
明
神
出
水
、
高
月
池(

こ
う
づ
い
け)

か
ら
用
水
路
を
通
じ
て
水
を
引
く
田
ん
ぼ
が
鶴
市
村
。
そ
れ
よ
り
南
が
飯
田
村
・
・
・
こ
の
ル
ー
ト
を
歩

き
ま
す
。 

参
考
ま
で
に 

・
檀
紙
村
と
飯
田
村
の
境
は
、
同
様
に
出
水
な
ど
の
水
源
が
異
な
る
。
飯
田
の
水
源
は
香
東
川
の
左
岸
に

あ
る
夫
婦
塚(

み
よ
と
づ
か)

出
水
か
ら
と
古
川(

本
津
川
支
流)

に
あ
る
堰
か
ら
、
い
ず
れ
も
檀
紙
町
内
を

長
く
流
れ
て
、
飯
田
に
や
っ
て
来
る
。
そ
の
水
を
飯
田
の
水
田
が
利
用
し
て
い
る
。
境
は
水
路
を
隔
て
て

上
で
、
南
側
が
檀
紙
と
な
っ
て
い
る
。 

・
鶴
市
村
と
郷
東
村 

 

鶴
市
村
へ
の
出
水
は
、
大
明
神
出
水
の
下
流
に
、
丼
出
水
が
あ
っ
て
鶴
市
町
北
部
を
潤
す
。
さ
ら
に
下

流
に
郷
東
の
堰
が
あ
り
、
郷
東
町
の
耕
地
に
水
を
引
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
境
が
元
の
村
境
で

あ
る
。 

 

○
霞
堤
（
か
す
み
て
い
）(

鶴
市
町
・
相
作
＝
あ
い
さ
こ)
・
・
・
遠
く
か
ら
見
ま
す 

 

大
明
神
か
ら
香
東
川
左
岸
堤
を
下
流
に
約
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
進
む
と
、
ま
た
、
堤
防
が
つ
な
が
っ
て
い



な
い
霞
堤
が
あ
る
。
今
は
香
東
川
沿
い
の
自
転
車
道
の
橋
が
架
か
っ
て
お
り
、
開
口
部
を
見
落
と
し
そ
う

で
あ
る
。 

 

○
高
月
池(
こ
う
づ
い
け)

  

貯
水
量
八
・
五
万
ト
ン
。
鶴
市
町
の
水
田
を
潤
す
。
現
在
、

ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
い
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
仁
和
二
年(

八

八
六)

よ
り
讃
岐
の
国
司
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
菅
原
道
真
が

こ
の
池
に
舟
を
浮
か
べ
、
弦
打
山(

浄
願
寺
山)

の
月
を
賞
し

た
の
で
、
こ
の
池
を
高
月
池
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
ま
た
、

南
の
堤
防
に
石
碑
が
あ
り
、
室
町
時
代
末
期
の
連
歌
師
・
宗

祇
法
師
の
作
と
さ
れ
る
「
弦
打
の 

山
よ
り
出
ず
る 

月
影

は 

弓
張
り
と
こ
そ 

言
ふ
べ
か
り
け
れ
」
が
刻
ま
れ
て
い

る
。
池
か
ら
望
む
弦
打
山 (

浄
願
寺
山)

を
詠
ん
だ
も
の
で
、

山
が
弓
を
張
っ
た
形
を
し
て
い
て
、
弦
打
の
地
名
の
由
来
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。 

 



 

４ 

相
作
馬
塚
古
墳 

 

○
相
作
馬
塚
古
墳(

あ
い
さ
こ
う
ま
づ
か
こ
ふ
ん)
 

高
月
池
の
北
近
く
の
標
高
は
約
十
五
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
あ

っ
た
。 

発
掘
前
は
塚
の
上
に
平
成
六
年(

一
九
九
四)

銘
の
石
製
祠
が

あ
っ
た
。
平
成
二
十
八
年
六
～
八
月
に
か
け
て
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
た
結
果
、
古
墳
時
代
中
期(
五
世
紀
後
半)

の
古
墳
を
、
中

世
と
近
世(

十
八
世
紀)

に
形
状
を
変
更
し
て
塚
と
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。
古
墳
時
代
中
期
の
古
墳
に
は
直
径
十
五
メ
ー

ト
ル
の
円
墳
に
突
出
部
が
つ
い
て
お
り
、
周
濠
が
あ
っ
て
、
円

筒
埴
輪
列
や
馬
形
埴
輪
が
み
ら
れ
、
竪
穴
式
石
室
も
発
見
さ
れ

た
。
石
室
は
未
盗
掘
で
大
き
さ
は
長
さ
三
・
二
メ
ー
ト
ル
、
幅

〇
・
六
～
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、

碧
玉
製
管
玉
十
点
、
太
刀
、
短
甲
、
冑(

か
ぶ
と)

、
須
恵
器
・



土
師
器
、
鉄
製
矢
尻
、
か
す
が
い
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。
中
世
に
は
塚
が
あ
り
、
古
墳
北
側
斜
面
に
石
造

物
や
蔵
骨
器
が
配
置
さ
れ
た
場
所
が
三
ヶ
所
確
認
さ
れ
た
。 

残
念
で
あ
る
が
、
宅
地
開
発
の
た
め
元
の
形
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
今
は
団
地
内
の
ミ
ニ
公
園
に
な
っ
て

い
る
。 

 

※
相
作
牛
塚
古
墳 (
あ
い
さ
こ
う
し
づ
か
こ
ふ
ん)

・
・
・
遠
く
か
ら
見
ま
す 

相
作
馬
塚
古
墳
の
北
方
約
百
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
。
昭
和
四
十
八
年(

一
九
七
三)

、
運
送
会
社
の
敷
地
造

成
で
古
墳
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
墳
丘
が
か
な
り
壊
さ
れ
た
状
態
の
調
査
で
あ
っ
た
が
年
末
に
は

完
全
に
削
平
さ
れ
た
。
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
直
径
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
円
墳
で
竪
穴
式
石
室
が
あ
っ
た
。

円
筒
埴
輪
・
形
象
埴
輪
、
須
恵
器
、
鉄
製
品(

武
具
・
馬
具)

が
採
集
さ
れ
、
遺
物
の
検
証
か
ら
六
世
紀
前

半
を
中
心
と
し
た
時
期
に
築
造
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。 

す
ぐ
東
側
に
江
戸
時
代
の
初
め
こ
ろ
に
あ
っ
た
円
光
寺
の
守
り
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
相
作(

あ
い

さ
こ)

神
社
が
あ
る
。
荒
神
さ
ん
と
も
言
っ
て
い
る
。
祭
日
は
十
月
十
二
日
。
宵
祭
り
に
は
夕
刻
か
ら
約
四

時
間
、
お
神
楽
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
十
七
年(
一
九
四
二)

以
降
、
戦
争
が
原
因
で
途
絶
え
て
い

る
。
こ
こ
の
神
楽
が
郷
東
に
あ
る
香
東(

ご
う
と
う)

神
社
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
。
別
名
、
大
康
森
神
社(

お

ご
も
り
じ
ん
じ
ゃ)

。 



 
○
大
暮(

お
ぐ
れ)

神
社
・
王
墓 

 

弦
打
小
学
校
か
ら
南
西
約
三
百
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ

に
、
高
さ
が
約
三
メ
ー
ト
ル
の
小
高
い
土
盛
り
が
あ
る
。

ま
た
、
相
作
馬
塚
古
墳
か
ら
は
北
西
約
四
百
メ
ー
ト
ル

で
も
あ
る
。
こ
の
土
地
は
、
昔
か
ら
丘
陵
状
に
な
っ
て

い
て
周
り
に
堀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
。
今
は
堀
が
埋

め
ら
れ
、
耕
地
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
周
囲
の

状
況
か
ら
古
墳
と
思
わ
れ
る
。
丘
陵
上
に
は
、「
丸
石
三

個
を
祀
る
祠
」
と
「
王
墓
」
の
墓
石
に
「
安
政
三
年(

一

八
五
六)

こ
れ
を
建
つ
」
が
あ
る
。
大
国
主
命(

お
お
く

に
ぬ
し
の
み
こ
と)

、
少
彦
名
命(

す
く
な
ひ
こ
な
の
み

こ
と)

、
神
櫛
別
命(

か
ん
ぐ
し
わ
け
の
み
こ
と)
を
祀
る

大
暮(

お
ぐ
れ)

神
社
で
あ
る
。
ま
た
、
す
ぐ
隣
に
は
自

然
石
で
「
社
稷
五
大
神
」(

地
神
さ
ん)

も
祀
ら
れ
て
い

る
。
弦
打
風
土
記
に
は
、「
大
昔
大
墓
の
北
方
に
西
宸
堂



(
に
し
ん
ど
う)

と
い
う
寺
院
が
あ
り
、
重
仁
親
王
が
住
ん
で
い
た
と
伝
え
ら
れ
、
こ
の
王
様
の
墳
墓
が
王

墓
で
、
後
に
大
墓
の
字
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
墓
に
明
治
五
年(

一
八
七
二)

に
祠
を

立
て
て
、
三
柱
を
祀
っ
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

丘
陵
の
東
端
に
は
、
東
の
山
に
向
か
っ
て
水
分
神
社(

み
く
ま
り
じ
ん
じ
ゃ
・
リ
ュ
ウ
ゴ
ン
サ
ン)

の
遥

拝
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

○
旧
丸
亀
街
道
・
金
毘
羅
燈
籠 

 

天
正
十
六
年(

一
五
八
八)
生
駒
親
正
は
、
高
松
城
か
ら
丸
亀
城
を
結
ぶ
道
と
し
て
、
丸
亀
街
道
を
整
備

し
た
。
弦
打
あ
た
り
で
は
、
郷
東
の
渡
し
で
香
東
川
を
渡
り
、
中
津
の
一
里
松(

一
里
塚)

か
ら
旧
本
津
川

に
沿
っ
て
つ
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
道
を
斜
め
に
南
西
に
進
み
三
軒
家(

現
在
の
市
道
木
太
鬼
無
線
と
本

津
川
右
岸
堤
防
が
交
わ
っ
た
所)

～
竹
林
～
本
津
川
～
鬼
無
の
ま
ち
～
衣
掛
へ
と
進
ん
だ
。大
暮
神
社
か
ら

本
津
川
に
出
た
辺
り
は
、
昔
は
堤
防
沿
い
に
竹
薮
が
あ
っ
て
、
竹
林(

た
け
ば
や
し
・
地
名)

と
呼
ば
れ
て

い
た
。
川
の
拡
張
と
堤
防
の
整
備
で
竹
林
は
な
く
な
っ
た
。 

 

旧
丸
亀
街
道
は
金
毘
羅
街
道
を
兼
ね
て
い
て
、
竹
林
の
川
沿
い
に
は
石
づ
く
り
の
寛
政
九
年(

一
七
九

七)

建
立
の
金
毘
羅
燈
籠
が
あ
る
。
本
津
川
橋
は
架
け
か
え
ら
れ
て
お
り
、
今
の
本
津
川
橋
よ
り
北
へ
五
十

メ
ー
ト
ル
程
の
所
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
本
津
川
を
渡
っ
て
西
側
堤
防
を
約
四
百
メ
ー
ト
ル
、
鬼
無
駅
東



方
四
百
メ
ー
ト
ル
に
も
金
毘
羅
燈
籠
が
あ
り
笠
居
村
中
と
記
さ
れ
て
い
る
。
上
笠
居
村
に
な
る
前
の
明
治

二
十
三
年
（
一
八
九
〇)

よ
り
前
に
建
て
ら
れ
た
金
毘
羅
燈
籠
で
あ
る
。
こ
の
燈
籠
は
、
以
前
、
本
津
川
橋

を
渡
っ
て
五
十
メ
ー
ト
ル
程
の
西
に
通
じ
る
道
と
の
交
差
点
に
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。 

 

現
在
の
県
道
三
十
三
号
坂
出
国
分
寺
高
松
線
が
、国
道
十
一
号
線
と
し
て
開
通
し
た
昭
和
二
十
八
年(

一

九
五
三)

以
降
、
旧
丸
亀
街
道
は
旧
道
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
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平成３０年４月２２日（日） 

ふるさと探訪「鬼無から飯田を歩く」 

探訪ルート 

集合場所：ＪＲ鬼無駅 

② 岩田神社 

① あごなし地蔵 

③ 唐人塚 

④淤加美神社 

⑤霞堤 

⑥相作馬塚古墳（発見現場） 

⑧大暮神社 

⑦高月池 



 

４月２２日（日） 

 

◎行き ＪＲ予讃線（多度津行）  

高松駅(9:14)⇒鬼無駅(9:21) 

◎帰り ＪＲ予讃線（高松行）  

鬼無駅(12:15)⇒高松駅 (12:22) 

鬼無駅(12:42)⇒高松駅 (12:49) 

 

次回のふるさと探訪は… 

テ － マ 「みろく自然公園周辺を訪ねる」（予定） 

 と  き 平成３０年５月２７日（日）９：３０～正午頃 

集合場所 みろく自然公園入口付近駐車場（テニスコート横） 

講   師 松田 朝由さん（大川地区広域行政振興整備組合） 

参 加 費 ７０円（入場料）※おつりの無いよう御準備ください 

 

☆広報「たかまつ」５月１５日号に開催案内を掲載しております。 

☆小雨決行。当日、警報が発令された場合は、中止とします。 

なお、中止かどうか御不明な場合、午前７時３０分～９時３０分

に文化財課（Tel 087-839-2660）でお知らせします。 

（電話が通じない場合は実施予定ですので、集合場所にお集まりく

ださい。） 

 

 

  
 

最明寺 



 

 

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

※参加中は、次のことに充分留意し、意義のある探訪としましょう。 

 
１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 


